





































































































































































































1961 21,210 6,547 15,395 2,065 28,193 104,755
1970 24,005 11,711 15,559 18,517 22,398 54,221
1980 31,346 16,298 18,831 18,321 21,190 29,880
1990 36,981 10,618 18,749 16,133 26,477 17,371

























































































表 3-1 のパネル Aは，薬局数の推移を時系列でまとめたものである．その特徴として，薬局
数は時系列的に増加傾向にあり，東京・大阪・神奈川・愛知の順で店舗数が多く，かつその順







表 3-2 は，薬剤師数の推移をまとめたものである．総数は，1960 年には約６万人であったも


















年 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
1961
東京 大阪 愛知 兵庫 神奈川
3,859 2,136 1,504 1,022 967
1970
東京 大阪 愛知 神奈川 兵庫
3,581 2,564 1,679 1,373 1,052
1980
東京 大阪 愛知 神奈川 福岡
3,858 2,771 2,080 1,889 1,379
1990
東京 大阪 神奈川 愛知 福岡
4,305 2,951 2,353 2,259 1,801
2000
東京 大阪 神奈川 愛知 福岡
5,340 3,046 3,039 2,624 2,376
B．一般販売業（単位：件）
年 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
1961
東京 大阪 福岡 愛知 神奈川
1,963 834 329 287 253
1970
東京 大阪 神奈川 福岡 愛知
2,629 1,320 778 576 509
1980
東京 大阪 神奈川 愛知 福岡
3,016 1,708 933 858 821
1990
東京 神奈川 埼玉 大阪 北海道
1,819 901 803 794 549
2000
東京 大阪 神奈川 埼玉 千葉

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 総数 薬局・医療施設の従事者 薬局・医療施設以外の従事者 その他の者
1960 64.5 35.2 18.6 10.6
1970 76.5 40.8 22.1 13.7
1980 99.3 54.5 27.0 17.7
















2000 171.3 74.7 37.9 5.0 35.3 4.5 13.8








薬学校（1885年）・大阪薬舗学校（1886 年）・京都薬学校（1886 年）・岡山薬学校（1887 年）・


















































































大学 学士 修士 博士（論文博士）
北海道大（薬） 3,054名 1,170名 301名（288名）
北海道医療大（薬） 3,706名 306名 13名（10名）





北海道薬剤師会（4,114名） 224名（６位） 654名（３位） 1,003名（２位）
北海道病院薬剤師会（2,405名） 149名（４位） 500名（３位） 736名（１位）
























いて，パネル Bは 2005年度基準で実質化した実質額を記載している．パネル Aの名目額の動
向からわかることは，次のとおりである．⑴各 10 年で商品販売額（年間）は伸びてきているも




の影響を調整すると，1960 年から 1970 年は２倍強の販売金額の伸びであるが，1970 年から
1991 年にかけての販売金額は安定もしくは停滞しており，1960 年代の薬局・薬店経営の成長が
著しかった．⑸ 1991 年から 2002 年にかけて，再び大きな販売金額の伸びが見られ，特に調剤
薬局ではその傾向が顕著である．⑹法人組織と個人経営の格差については，名目額の傾向と同
じであるが，特に近年では個人経営の医薬品販売業（調剤薬局を除く）の落ち込みが著しい．


















年 分類 合計 法人組織 個人経営
1960 医薬品小売業 271 588 166
1970 医薬品小売業 1,086 2,103 576
1982 医薬品小売業 2,835 5,234 1,827





調剤薬局 9,911 11,204 4,437
B．実質額（単位：万円，2005年基準）
年 分類 合計 法人組織 個人経営
1960 医薬品小売業 1,418 3,078 869
1970 医薬品小売業 3,260 6,317 1,729
1982 医薬品小売業 3,347 6,179 2,157























































1963 年，奈良県において薬局等の適正配置の基準に関する条例（1963 年 10月１日奈良県条
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